
公益社団法人 日本獣医師会会長殿

飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令等の一部改正について

このことについて、呂1俳氏1のとおり本日付けで公布されましたので御了知の

上、本改正事項について、貴団体傘下の会員又は組合員に対する周知徹底方お願

いします。

なお、本改正の概要については、呂1採氏2 を御参照ください。

3 消安第 4925 号

令和4年1月21日

農林水産省消費・安全局長

ゞ/8
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別表第 1 (第 1条関係)

1 飼料一般の成分規格並びに製造、使用及び保存の方法

及び表示の基準

(D (略)

②飼料一般の製造の方法の基準

ア~ナ(略)

ニムラミダーゼはブロイラーを対象とる飼料(

飼料を製造するためのハ料又は材料を含む。)以外

の飼" Hこ用いてはならない

G)・④(略)

⑤飼料一般の表示の基準

ア(略)

イ飼料(飼料添加物を含むものに限る。)には、次

に掲げる事項を表示しなけれぱならない。

⑦~(エ)(略)

け)ωのウに掲げる表、①のキの⑦、ケのU)及びコ

の⑦、②の工から力まで、②のキに掲げる表並び

に②のケ及びサから二までに対象とする家畜等が

定められている飼料にあつては、対象家畜等

φ)~け)(略)

姓)

改 正

③・④(略)

⑤飼料一般の表示の基準

ア(略)

イ飼料(飼料添加物を含むものに限る。)には、次

に掲げる事項を表示しなければならない。

⑦~仁)(略)

け)ωのウに掲げる表、 U)のキのq)、ケの⑦及びコ

の⑦、②の工から力まで、②のキに掲げる表並び

に②のケ及びサからナまでに対象とする家畜等が

定められている飼料にあつては、対象家畜等

φ)~け)(略)

鬮

後

別表第 1 (第 1条関係)

1 飼料一般の成分規格並びに製造、使用及び保存の方法

及び表示の基準

①(略)

②飼料一般の製造の方法

ア~ナ(略)

(新設)

1 飼料添加物の名称の表示については、法第2

条第3項の規定に基づき農林水産大臣が飼料添

加物を指定する場合に、当該飼料添加物の名称

改

1 飼料添加物の名称の表示については、法第2

条第3項の規定に基づき農林水産大臣が飼料添

加物を指定する場合に、当該飼料添加物の名称

正
^
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ムラミダーゼの量を測定する方法であり、その単立は

ペプチドグリカン分角力単立で示す、

1へプチドグリカン分角力単立はムラミダーゼが

フルオレセイン梗識ぺプチドグリカンに H6.0、 30゜Cで

作用るとき、 1分ルに0.06nm01のフルオレセインイ

ソチオシアナート(アイソマー 1)に当する蛍'強

度を加させる酵素量に a当する

希釈液

リン酸一水素ナトリウム・二水和物22.5 (22.45~

22.54 )及びクェン酸7.74 (フ.735~フ.7 M を量り

ILの全量フラスコに入れ、 80oml,の水を加え、谷角、

するまで1 押した後オクチルフェノールエトキシレ

ート試液 lml.を加え、 0.05m01/1,水酸ヒナトリウム試液

又は0.1m011.塩酸試液を用いて Hを5.9~6.1に調整す

るさらにをハまで加える

基質溶液の調製

0.5m /mLフルオレセイン、識ぺプチドグリカン試液

100 1.に190O Lの希液を加え混合する用時調"

する。

操作法

試験を行うために必要な量の試'"を有亥"字 3桁ま

で量り、その数イを記録し、 1mL当たりの濃度が0.01

~0.03ぺプチドグリカンハ角力単立となるように希釈

液を加え 15~90分間かき混ぜて写られた液を試'溶

液とする。



0.01230イ音 1 16040

0.0152'1イ音 1 15050

0.018旦■宣 1,14060

0.023立 1,1208015

0.0291,10010012

0.0351 08012010

粳準液A~Gの 0 ~30分の測定直から 1ノ間当たり

するのそれぞれの蛍光強府加量(傾き)を

出した傾きを縦軸に各標、液の lml.中のぺプチドグ

リカンノ角力単立を横軸にとり、検量線を作成する。

⑫(略)

(15)~(38)(略)

@(略)

(15)~(38)

7 飼料添加物一般の試験法並びに各飼料添加物の成分規

格及び製造方法等の基準に用いる標準品、試薬・試液、

容量分析用標準液、標準液、色の比較液、計量器・用器

、ろ紙、滅菌法及びべルトラン糖類定量表の規定

①(略)

②試薬・試液

(略)

亜鉛(標準試薬)~オクタン酸(略)

(新設)

(新設)

(略)

7 飼料添加物一般の試験法並びに各飼料添加物の成分規

格及び製造方法等の基準に用いる標準品、試薬・試液、

容量分析用標準液、標準液、色の比較液、計量器・用器

ろ紙、滅菌法及びべルトラン糖類定量表の規定.、

①(略)

②試薬・試戒

(略)

亜鉛(標準試薬)~オクタン酸(略)

オクチノレフェノーノレエトキシレート CnH _0(C2H40)n

オリブ油~炭酸水素ナトリウム (略)

オクチノレフェノーノレエトキシレート試液オクチノレフ

エノーノレエトキシレート25 (24.5~25.4 に水を

加えて溶かし250ml"とする

オリブ油~炭酸水素ナトリウム(略)

旦
C
-
D
-
E
-
F
-
G
-



1 50OX で20ハル案,D分離し、上澄液を口てる、

の操乍を更に1回り返すにこの残留物にこ

水35mLを加えてよく振り混ぜた後 1 50OX で20八

問遠心分離し、上澄液を捨てる。こ.の操作を更に 1こ

回ゆ、り返す次に、この残留物にアセトン35mLを加

えてよく振り混ぜた後 150OX で20八間遠心ノ

の操作を更に1回繰り返すし、上澄液を捨てる
^

、^

さらに、この残留物にエタノール35mLを加えてよ

く振り混ぜた後、 1,50OX で20八間遠心八離し上

澄液を捨てる。この操作を更に 1回繰り返した後、

凍結乾燥し、-20゜Cで保存する

ブルーテトラゾリウム~ペクチン(略)

ペプチドグリカン細菌などの細胞壁に存在する糖

す須であるたブごし、、1icrococcus lvsodeikticuS由牙モ

のものを用いる。

ペプトン、カゼイン製~りン酸(略)

リン酸一水素ナトリウム・二水和物 Na泌IP042H.0

リン酸塩緩衝1夜、 PH2.0~レゾルシン(略)

(3)~⑨(略)

8 各飼料添加物の成分規格及び製造の方法等の基準

①~U3の(略)

ア製造用原体

⑦成分規格

酵素力単立

ムラミダー

品は

ブノレーテトラゾリウム~ペクチン

(新設)

酵素力試験を行うとき

ペプトン、カゼイン製~りン酸(略)

(新設)

リン酸塩緩衝液、 PH2.0~レゾルシン(略)

③~⑨(略)

8 各飼料添加物の成分規格及び製造の方法等の基準

①~山の(略)

(新設)

1

(略)

皿



り試験を行う。

製造の方法の基準

ムラミダーゼ生産組換え体を培養し、ナ立養を終了

した後、培養物をろ過し、又は水で抽出した後ろ

過して菌体を除去し、さらにろ液を濃紺して U

造すること。

φ)保存の方法の基準

recseiに属する菌株を宿主としたTrichoderma

①

遮光した密閉容器に保存すること

表示の基準

本品の直接の容器又は直

素活性を示す H直し卜数点ジ

載すること。

イ剤(その1

⑦成分規格

本品はムラミダーゼ製造用原体に、必要に応

じて硫酸ナトリウムを加えさらに形物を

混和した小片粉末又は粒子である

酵素力単立本品は、酵素力試験を行うとき表

示ぺプチドグリカンハ角力単立の85~170%を<

む。

の被包に、最大の酵

下 1 立まで)を記

酵素力試験ぺプチドグリカン分解力試験法によ

り試験を行う 0

保子の方法の基準

ムラミダーゼ製造用ハ体の保存の方法の基準を
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飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令の一部を改正する省令等にっ
いて(概要)

1 現行制度の概要

飼料添加物は、飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律(昭和28年法律第

35号。以下「法」という。)第2条第3項の規定により、飼料に添加、混和、浸潤その

他の方法によって用いられる物で、農林水産大臣が農業資材審議会の意見を聴いて指定

するものとされており、具体的には、飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法

律の規定に基づき飼料添加物を定める件(昭和 51年7月24日農林省告示第750号。

以下「告示」という。)において指定されている。

また、法第3条第1項の規定により、飼料添加物を含む飼料の使用等が原因どなって

有害畜産物が生産されること等を防止する見地から、農林水産大臣は農業資材審議会の
意見を聴いて(同条第2項)飼料及び飼料添加物の成分規格等を定めることができるこ

ととされており、この成分規格等については、飼料及び飼料添加物の成分規格等に関す
る省令(昭和51年農林省令第35 号。以下「省令」という。)において定められている。

改正の趣旨

今般、農業資材審議会に意見を聴いたところ、以下のとおり改正することは適当であ

るとの答申を得たことから、省令及び告示の一部を改正することとする。

ムラミダーゼについて、新規飼料添加物として告示に指定するとともに、省令別
表第1の1の(2)にブロイラーを対象とする飼料以外に用いてはならない旨及び
省令別表第1の1の(5)にムラミダーゼを含む飼料は対象家畜等を表示しなけれ
ばならない旨並びにムラミダーゼをぺプチドグリカン分解酵素と表示できる旨規
定するとともに、省令別表第2の8に製造の方法等の基準及び成分の規格を設定す
る。

偶1俳氏 2 )

3 施行期日

公布の日



飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令等の一部改正の概要

斤、ニ^
(1)飼料添加物は、飼料安全法知第3条第1項に基づき、省令地において有害畜

産物が生産されること等を防止する見地から、成分規格等が定められています。

(2)今般、ムラミダーゼを飼料添加物として新規指定し、規格・基準を定めるた

め、省令・告示の一部を改正することになりました。

2 改正の概要

告示において、飼料添加物として指定しました。また、省令において、

飼料添加物の規格・基準(含量や不純物等の規定)を設定しました。

・ムラミダーゼ(酵素)

省令において、乃jchodemareeseiの遺伝子組換え体が産生するムラミダー

ゼについて、ブロイラーを対象と定め、ムラミダーゼを含む飼料は対象家畜等

を表示しなけれぱならないと規定するとともに、規格・基準を設定しました。

本剤に関する告示及び省令の改正は、令和4年1月21日に施行されます。

※1 飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律(昭和28年法律第35号)

2 飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令(昭和51年農林省令第35号)

畜水産安全管理課

飼料安全基準班飼料添加物担当

TEL :03-3502-8111 (内線:4546)


